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言語、文化、価値観、
あらゆる壁を越えて

対話する力を。

3
つ
の
柱

同志社大学

1 日本社会に通用する
コミュニケーション力養成

日本社会で働く時に大切なものは「コミュニケーション
力」。このスキルを養うために、理論的・実践的な学び
を組み合わせた充実のカリキュラムを展開しています。

2 少人数クラスによる
きめ細かな指導

１クラス10～20名程度と、少人数制の指導が特長。
学生と教員の距離が近く、大学の勉強から将来の進
路まで、きめ細かな指導が受けられます。

3 国内学生と留学生が
ともに学ぶ

英語コース・中国語コースの学生（国内学生）とともに
学ぶ科目を数多く用意。また、国内学生とパートナーに
なり、互いに言語を教えあう制度も実施されています。
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日本の「ことば」「文化」、そして「社会」まで深く学べるカリキュラム

実践的・実用的な
日本語を学ぶ

日本
社会への
参画

日本語に
ついて
深く学ぶ

日本の
社会・文化に
ついて学ぶ

「日本語を日本社会で学びたい」と思い、この学部を選びました。学
部の授業は発表や実習など実践的なものが多く、日本語コミュニ
ケーション力が大いに磨かれたと思います。特に、社会で使える
「ビジネス日本語」の授業は就職活動にも役立ち、憧れだったホテル
への就職を実現できました。現在はフロントスタッフとして勤務中。
日本と韓国、2カ国語のスキルを活かして「私だからこそできる接客」
を追求しています。

日本社会で生きていくための力が身についた。

2016年 日本語コース卒業
株式会社近鉄・都ホテルズ 新・都ホテル

金 雲喬さん

タンデム・パートナー制度の
本格運用がスタートします。

就職データ

学生同士でお互いに得意な言語を教えあう
「タンデム・パートナー制度」の本格運用が
2017年度よりスタート。日本語コースの学生
は英語コース・中国語コース所属の国内学生
とパートナーになります。語学レベルの向上は
もちろん、学部内での交流拡大も目的とした制
度です。

在学生に聞いてみました （中国出身・日本語コース4年次生）

グローバル・コミュニケーション学部日本語コースに入学した理由は？
日本には幼い頃から興味があり、小学校を卒業してからずっと日本語を勉
強してきました。日本をもっと知りたいと思い、高校卒業をきっかけに、日本
について深く学べるこのコースに入学することを決めました。

現在、力を入れて取り組んでいることは？
国内学生と一緒に進めているSeminar Projectです。「京都の文化発
信」というテーマで、どうすれば観光客や地元の方に京都の魅力を伝えら
れるかを考えています。また、これまでにはクローバー祭（学園祭）などの
課外活動にも積極的に参加してきました。

（2017年3月日本語コース卒業生）
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日本国内就職率（国内就職希望者のうち） 卒業生の声

主な就職先

※日本学生支援機構
「平成27年度私費外国人留学生生活実態調査概要」
「平成27年度外国人留学生進路状況調査」をもとに推計

全国平均53.2％

ローソン／ビックカメラ／大塚家具／日本新薬／
日テレ アックスオン／P&Gプレステージ合同会社 など

高度なコミュニケーション力を持った
「グローバル日本社会」の主役に。

● 実践的・実用的な日本語　● もう1つの外国語運用能力
● グローバル社会の理解　　● 異文化理解　● 豊かな教養

NEW

就職活動や
企業勤務で必要な知識を活用し、
コミュニケーションできるようになる
エントリーシートや面接の練習などを通じて、働く
上での方向性（業界・職種・キャリア形成）を考え
ます。また、日本企業独特の組織文化・雇用契約・
人事育成方法などを学びつつ、外国人社員の
キャリアとコミュニケーションについて考えます。

ビジネス日本語

日本社会で出会う
文化的な摩擦や問題に
対処できるようになる
世界の多言語・多文化社会、または母国の社
会と比較した場合の日本社会の現状（雇用・家
族・ライフスタイルなど）について理解を深め、日
本で生きる外国人の立場でその問題点や解決
方法を考えます。

グローバル化と日本社会

社会を支える一員として、
企業や地元の人 と々ともに
行動できるようになる
社会人として必要な日本語の基礎スキルを身に
つけた2年次生が、企業や地元自治体等で活
躍するゲストスピーカーと、知識や経験、問題意
識を共有するために、課題解決型のディスカッ
ションやプレゼンテーション等を行います。

ワークショップ現代日本社会

さまざまな場の
「生きた日本語」を観察し、
使えるようになる
文法や会話、発音、教育学などさまざまな分野の
専門知識を学んだ上で、実際に使用される日本
語の観察や、自分の母語との比較を通して、通訳
や翻訳の基礎ともなる、コミュニケーションにおけ
る日本語の全体像を学びます。

日本語コミュニケーションの基礎　


